
*1: チームリーダー，*2:佐渡常駐(寄附講座教員)

■
は
じ
め
に

 

新
潟
大
学
は
、
佐
渡
市
の
寄
附
を
受
け
、

平
成
23
年
５
月
１
日
に
「
自
然
再
生
学
講
座

―
環
境
・
経
済
好
循
環
分
野
」
を
新
潟
大
学

朱
鷺
・
自
然
再
生
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
ト
キ

交
流
会
館
内
）
に
開
設
し
ま
し
た
。

　
本
講
座
で
は
、
平
成
26
年
３
月
ま
で
の
３

年
を
か
け
て
、
農
林
水
産
業
を
軸
と
し
た
自

然
再
生
活
動
と
地
域
経
済
が
好
循
環
す
る

「
環
境
経
済
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
に
向
け
た

研
究
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

学
内
外
の
教
員
や
研
究
員
、
さ
ら
に
は
佐
渡

の
関
係
者
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
本
講
座

に
お
け
る
初
年
度
（
平
成
23
年
度
）
の
活
動

と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

 

ご
報
告
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■
初
年
度
の
研
究
成
果

　
本
講
座
は
、
表
に
示
し
た
４
つ
の
サ
ブ
テ

ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

各
サ
ブ
テ
ー
マ
の
研
究
の
目
標
と
23
年
度

の
成
果
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
以
下
に
示

し
ま
し
た
。
成
果
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
皆
さ
ま
に
還
元
す
る
機
会
を

設
け
て
い
き
ま
す
。

 

１ 

生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た
環
境
保
全
型

農
法
の
検
討
と
そ
の
普
及
啓
発
に
関
す
る
調

査
研
究

（
１
）
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た
環
境
保
全

型
稲
作
の
取
り
組
み
効
果
の
検
証

　
こ
の
研
究
で
は
、
農
薬
・
化
学
肥
料
の
低

減
、
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
、
江
の
創
出
と
い
っ

た
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
」
認
証
制
度

に
も
と
づ
く
環
境
保
全
型
農
業
の
取
り
組
み

が
、
水
辺
の
生
物
多
様
性
に
及
ぼ
す
影
響
を

評
価
し
ま
す
。
ま
た
、
実
験
田
を
活
用
し

て
、
水
辺
の
生
物
多
様
性
を
向
上
さ
せ
る
栽

培
管
理
方
法
の
検
討
を
進
め
ま
す
。
こ
れ
ら

を
も
と
に
、
水
辺
の
生
物
多
様
性
指
標
や
、

生
物
多
様
性
の
再
生
に
有
効
な
環
境
保
全
型

農
業
、
さ
ら
に
は
新
た
な
認
証
基
準
の
提
言

を
試
み
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
佐
渡
全
島
の
水
田
で
生
き
も

の
調
査
を
行
な
い
、
ま
た
国
中
平
野
に
お
い

て
、
農
薬
低
減
と
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
の
取
り

組
み
効
果
を
検
証
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

江
が
設
置
さ
れ
た
水
田
と
無
農
薬
栽
培
田
で

生
物
多
様
性
が
高
い
傾
向
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

（
２
）
農
業
者
の
環
境
保
全
型
農
業
に
対
す

る
取
り
組
み
意
識
の
解
明

　
佐
渡
島
の
農
業
者
を
対
象
と
し
た
全
島
規

模
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
通
じ
て
、
農
業
者

が
取
り
組
み
や
す
い
環
境
保
全
型
農
業
の
推

進
体
制
を
検
討
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
を
も
と
に
統
計
モ
デ
ル
を
構
築
し
、

認
証
農
家
・
未
認
証
農
家
の
属
性
や
意
識
の

差
、
各
栽
培
方
法
・
農
法
を
実
施
す
る
こ
と

の
難
し
さ
、
を
定
量
的
に
評
価
し
ま
す
。

　
23
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
（
佐
渡
、
羽
茂
）
に
米

を
出
荷
し
て
い
る
全
５
０
１
０
戸
の
農
家
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
２
２
３

１
戸
（
認
証
農
家
５
８
９
戸
、
未
認
証
農
家

１
６
４
２
戸
）
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

認
証
農
家
の
特
徴
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

①
専
業
農
家
が
多
い
こ
と

②
直
販
実
施
農
家
が
多
い
こ
と

③
知
人
に
認
証
農
家
が
多
い
こ
と

④
Ｊ
Ａ
・
佐
渡
市
・
消
費
者
か
ら
の
期
待
を

強
く
感
じ
て
い
る
こ
と

⑤
認
証
制
度
の
効
果
を
認
識
し
て
い
る
こ
と

２．農林水産物の品質の安定性の評価

４．農地の順応的管理システムの検証

サブテーマ

大坪　研一（新潟大学農学部）

横溝　裕行（国立環境研究所・環境リスク研究センター）

西川　　潮（新潟大学超域学術院） *1

小林　頼太（新潟大学超域学術院） *2

柘植　隆宏（甲南大学経済学部）

桑原　考史（新潟大学超域学術院）*2

氏家　清和（筑波大学生命環境科学研究科）

１．生物多様性に配慮した環境保全型農法の

　　検討とその普及啓発に関する調査研究

３．環境保全型農業に基づく農林水産物の

　　市場形成と拡大に関する調査研究

担　当　者

平
成
23
年
度 

「
自
然
再
生
学
講
座

｜

環
境
・
経
済
好
循
環
分
野
」（
佐
渡
市
寄
附
講
座
）

　
　
　
　
　
　
〜
　
研
究
活
動
と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
　
〜

新
潟
大
学 

朱
鷺･

自
然
再
生
学
研
究
セ
ン
タ
ー
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